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１.吉野川水系の概要 

吉野川は、その源を高知県吾川
あ が わ

郡いの町の瓶ヶ森
か め が も り

（標高1,896m）に発し、四国山

地に沿って東に流れ、土佐郡土佐町田井
た い

において地蔵
じ ぞ う

寺川
じ か わ

、汗見川
あ せ み が わ

を、長岡郡大豊

町穴内
あなない

において穴内川
あなないがわ

を合わせ、北に向きを変えて四国山地を横断し、銅山川
どうざんがわ

、

祖谷川
い や が わ

等を合わせ、徳島県池田において再び東に向かい、岩津
い わ づ

を経て徳島平野に 

出て、大小の支川を合わせながら、第十地点で旧吉野川を分派し、紀伊水道に注ぐ

幹川流路延長194km、流域面積3,750km2の一級河川である。 

吉野川（県管理区間）の流域面積は1,041km2であり、大豊
おおとよ

町、本山
もとやま

町、土佐
と さ

町、大川
おおかわ

村など7市町村で構成されている。流域に占める割合が大きい4町村の総面積は

756.54km2、総人口は約1万4千人（平成22年国勢調査）である。 

流域の年平均気温は12～14℃程度で全国平均よりも低く、冷涼な気候を示してい

る。また、年平均降水量は、早明浦ダム上流域や地蔵寺川、穴内川流域で3,000㎜

以上に達し、早明浦ダム下流域でも2,500mm程度となるなど、日本でも有数の多雨

地帯となっている。 

吉野川上流域（県管理区間）は、第一次産業を主体として栄えてきた地域である

が、現在では林業の衰退や過疎化・高齢化が進んでいるため、様々な伝統行事や  

イベント等を通じて地域の活性化に取り組んでいる。 

流域の森林率は90％程度であり、標高200m～1,800mの急傾斜で複雑な山岳地帯と

なっており、平坦地はほとんどなく、耕地は総面積の1％程度である。 

吉野川上流域(県管理区間)の主要道路事情は、自動車専用道路1路線、国道2路線、

県道10路線が縦横断しており、高知自動車道大豊ＩＣは嶺北地方の陸の玄関として、

交通ネットワークの中心的な存在となっている。 

また、ＪＲ土讃線が大豊町を縦貫しており、地域の基幹的公共輸送機関として 

通勤・通学に利用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 地蔵寺川(本川合流点より 1.0km 付近) 吉野川（汗見川合流点付近）
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  【吉野川上流水系図】 

位置図 

（大臣管理区間）
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※出典：水害統計（H16 は家屋浸水被害の実績報告）

2.吉野川水系の現状と課題 

2.1 治水の現状と課題 

【現状】 

（１）主な浸水被害 

吉野川上流域（県管理区間）では、昭和 42 年 7 月（浸水家屋 56 棟）、昭和 43

年 8 月（浸水家屋 241 棟）、早明浦ダム完成直後の昭和 50 年台風 5 号や昭和 51 年

台風 17 号による浸水被害等が報告されている。近年では、平成 16 年 10 月の台風

23 号により国道 439 号が冠水し、地蔵寺川で 1 棟の床上浸水、12 棟の床下浸水が

発生している。早明浦ダムについては、平成 22 年度までに 88 回の洪水調節を  

実施しているが、最大流入量が計画洪水量 4,700m3/s を超えたのは、昭和 50 年、

昭和 51 年、平成 9 年、平成 17 年の 4 回である。特に昭和 51 年台風 17 号では    

最大放流量 3,510m3/s となり、計画放流量 2,000m3/s を超える状況となっている。     

なお、平成 16 年台風 23 号による最大放流量は 1,700m3/s である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）治水事業の沿革 

吉野川上流域は掘込河道であり、堤防の決壊等による洪水氾濫はないが、河川

沿いの低い箇所に家屋や工場・公共施設等が見られる。 

このため、吉野川の治水事業は、土佐町において、本川吉野川の局部改良事業

（T=1/30）と、支川地蔵寺川の局部改良事業（T=1/30）が進められてきた。 

 

（３）河川の維持管理 

近年、吉野川本川（県管理区間）では、ツルヨシ群落が異常繁殖しており、洪水

の流下阻害となることが懸念されている。 

【課題】 

・地蔵寺川下流域の浸水対策 

・洪水等の緊急時における河川情報の提供等のソフト対策の充実 

・河道内に異常繁茂しているヨシ原の対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地蔵寺川合流点付近の浸水 

（平成 16 年 10 月 20 日） 

国道 439 号の冠水 

（平成 16 年 10 月 20 日） 

地蔵寺川の整備状況 

地蔵寺川 吉野川 

地蔵寺川 

吉野川のヨシ原 
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2.2 河川の適正な利用及び河川環境の現状と課題 

【現状】 

（１）河川水の利用と渇水 

吉野川上流域（県管理区間）では現在、最大 320m3/s の河川水の取水が行われて

おり、311 m3/s の取水を利用した発電のほか、約 600ha の農地を灌漑
かんがい

している。 

早明浦ダムでは毎年のように取水制限が実施されているが、吉野川本川からは、

灌漑
かんがい

や上水等として 0.2m3/s が取水されているだけであり、渇水時に大きな被害が

発生したという情報はない。 

 

（２）河川流況の状況 

吉野川本川の早明浦ダム下流における流況は、早明浦ダムによる渇水時の補給

を受けていることから、ほぼ安定している状況である。 

 

（３）河川水質の状況 

吉野川上流域（徳島県三好市山城町大川橋より上流）は、環境基準のＡＡ類型に

指定されており、吉野川の環境基準点である本山沈下橋（高知県）においては、   

水質をBOD（75％値）で評価すると、ほぼ、環境基準を達成している状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早明浦ダムでは昭和 51 年台風 17 号の大洪水により、貯水池内へ大量の濁水

が流入し、ダムからは約 4 カ月にわたり濁水が放流された。また、その後も   

たびたび濁水の長期化が発生している。 

さらに、貯水池に流入した土砂が、洪水時だけでなく渇水時の貯水位低下時に

も濁水を発生させる原因となっている。 

吉野川　本山沈下橋地点（BOD75％値）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

-H1
2

-H1
0

-H8 -H6 -H4 -H2 H0 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20

（年）

（mg/l）

環境基準AA類

 S51  S53 S55 S57 S59 S61 S63
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この濁水の長期化に対して、関係機関や学識経験者による「吉野川水系濁水調

査委員会」（昭和 51 年～昭和 55 年）や「早明浦ダム濁水対策技術検討会」（平成

15 年～）等の委員会により、濁水の発生メカニズムの解明と、土砂流出防止対策

や選択取水設備操作等の濁水軽減対策が検討、試行されてきたが、いまだ濁水の

長期化は残っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）動植物の生息・生育の状況 

河川周辺の植物群落としては、キシツツジの群落にカワラハンノキなどを伴い、

草本にはイワカンスゲが多くみられる「汗見川の河岸植生」が、日本の重要な  

植物群落に挙げられている。 

魚類では、スナヤツメ、アカザ、シマドジョウ 4 倍体性種などの重要種が確認さ

れている。 

鳥類では、種の保存法による国内希少野生動植物の指定を受けているオオタカ、

クマタカ、ハヤブサをはじめ、サンショウクイやハイタカなどが確認されている。 

両生類・は虫類としては、ブチサンショウウオ、ハコネサンショウウオなどの

重要種が確認されている。 

昆虫類は、スネケブカヒロコバネカミキリ、イッシキキモンカミキリ、チャマ

ダラセセリなどの重要種が確認されている。 

 

（５）河川空間の利用 

吉野川上流域（県管理区間）は、自然河岸が残る掘込河道が主体で、人工施設

としては早明浦ダムから本山までの本川や、地蔵寺川下流部で護岸整備が行われ

ているのみであり、古くからの自然環境が受け継がれており、みお筋が蛇行する

なかで瀬や淵が交互に出現し、変化にとんだ河川形態が見られる。 

早明浦ダムの濁水発生状況
早明浦ダム直下流の濁水発生状況

（平成 17 年 9 月） 
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また、アユ漁やアマゴ漁などが古くから営まれており、その一方で、カヌー、

ラフティング、いかだ下りなど、河川空間を利用したスポーツやイベント、施餓鬼
せ が き

（灯
とう

籠
ろう

流し）などの伝統行事の舞台として利用されており、河川空間は心身両面

において健康の維持に重要な役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

・流域に生息する動植物の調査・保護 

・渇水リスクの増大に対する、さらなる関係機関の連携及び合理的な水利用 

・濁水の長期化や低水温の放流、さらに河床の石に付着した泥などの対策 

・多くの人々がより一層川と親しむための利用者間の調整や、人と川とのふれあ

いに関する施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カヌー競技の状況（本山町寺家） 
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３．河川整備計画の目標に関する事項 

3.1 河川整備計画の対象区間 

本計画の対象区間は、下表に示す高知県管理の 41 河川とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大臣管理区間は除く
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3.2 河川整備計画の対象期間等 

河川整備計画の対象期間は、概ね 20 年間とする。 

本整備計画は、これまでの災害の発生状況、現時点の課題や河道状況等に基づ

き策定するものであり、新たな課題の発生、河川整備の進捗、河道状況の変化や

社会経済の変化等に合わせ、必要な見直しを行うものとする。 

 

3.3 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標 

河川整備計画の対象区間のうち、平成 16 年台風 23 号をはじめ、しばしば農地

や家屋への浸水被害が発生している地蔵寺川下流部（吉野川合流点～伊勢川川 

合流点付近）について、河川の規模、沿川の人口・資産状況や県内の他河川との

バランスを考慮し、30 年に 1 回程度発生する規模の降雨による洪水を安全に流下

させるため、優先的かつ重点的に河道の整備を行う。 

また、吉野川本川をはじめとする他の河川についても、局部的な改良、洪水に

よる被災箇所の復旧や治水上支障となる堆積土砂の撤去等により、治水機能の 

向上と適正な維持管理に努める。 

さらに、洪水を氾濫させない対策に加えて、万一洪水が氾濫した場合でも被害

を最小限に抑えるため、ソフト対策として、河川情報や伝達体制の充実強化を  

推進する。 

 

3.4 河川の適正な利用及び河川環境の整備と保全に関する目標 

 流域には大臣管理区間もあることから、河川環境の改善に向けては、国及び県

が、それぞれの責任と役割を果たすべく、互いに連携を図る。 

 

3.4.1 河川水の適正な利用に関する目標 

河川水の適正な利用に関しては、今後も流水の正常な機能や水利用の現状を 

十分に考慮し、関係機関との連絡調整を図りながら、効率的な用水の利用がなさ

れるよう努めるとともに、渇水時の被害を最小限に抑えるための対応に努める。 

 

3.4.2 河川環境の整備と保全に関する目標 

（１）水質 

水質については、現況をモニタリングするとともに、関係機関と連携し、地域

が一体となった河川愛護活動等を通じ、良好な水質の維持に向けた取り組みを 
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推進する。 

また、早明浦ダムから放流される濁水の長期化等に対しては、濁水の実態把握、

選択取水設備の運用、底泥除去の継続、温水温存放流等の検討や対策が行われる

とされており、これらの取り組みの積極的な推進を促すため、関係機関と調整・

連携に努める。 

 

（２）動植物の生息・生育・繁殖環境 

動植物の生息・生育・繁殖環境については、植生をはじめ生態系の現状の把握

に努め、現在の多様で良好な環境を維持していくことを目標とする。 

また、工事等を実施する際には、河川環境に与える影響を考慮することとし、

水際に繁茂するヨシ原については、適切に維持管理を行う。さらに、関係機関と

連携して、魚類等の上下流の移動の連続性を確保するよう努める。 

 

（３）河川空間の利用 

河川空間の利用に関しては、アユ漁やアマゴ漁などが古くから営まれ、その  

一方で、ラフティングや伝統行事（施餓鬼
せ が き

）が盛んであるという河川の特色を  

活かし、良好な景観と調和し、より広く地域住民に利用される川づくりに努める。 

また、関係機関や地域住民等と連携して、多くの人々がより一層川に親しむこ

とができるような取り組みの実施に努める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉野川（大豊町） 吉野川（本山町）
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4．河川整備の実施に関する事項 

4.1 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行に 

より設置される河川管理施設の機能の概要 

4.1.1 洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する事項 

地蔵寺川では、背後地の土地利用や経済性等を踏まえ、吉野川合流点から 1,700m

の区間について護岸工等を実施する。その計画規模は 1/30、計画高水流量は吉野

川合流点付近において 1,400m3/s とする。 

吉野川本川をはじめとする他の河川についても、必要に応じて浸水対策を講じ

るものとする。 

なお、災害復旧工事、局所的な改良及び維持工事についても、必要に応じて  

実施する。 

 

4.1.2 河川環境の整備と保全に関する事項 

吉野川では、本山町寺家地区と帰全山公園周辺において、自然石を用いた親水

護岸を整備するとともに、水際のヨシ原の伐採を行う。 

また、ラフティングや伝統行事（施餓鬼
せ が き

）で利用されている箇所において、   

利用の多い箇所から優先的に、河川への進入路の整備を行う。 

なお、吉野川の河川工事にあたっては、高知県内水面漁業調整規則を順守する

とともに、地元漁業協同組合など関係機関とも連携し、流域の水生生物の保全や

濁水の発生防止等に努める。 

 

4.2 河川の維持の目的、種類及び施工の場所 

4.2.1 洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する事項 

（１）河道の維持管理 

河道については局所洗掘等による災害の発生の防止及び流下能力の維持の観点

から、河道堆積土砂の撤去、河道の整正、ヨシ原の伐採など、適切な維持管理を

実施する。 

また、流域内の地すべり地区においては、関係機関と連携して河道の維持に努

める。 

 

（２）堤防・護岸の維持管理 

堤防・護岸については洪水時に機能を維持できるよう平常時の点検を行い、  



13 

洪水後には堤防・護岸の変形や被災の有無の把握に努め、必要に応じて補修等を

実施する。 

 

（３）施設の維持管理 

定期的な河川巡視により河川管理施設(樋門等)の維持管理状況の把握に努め、

必要に応じて対策を実施する。 

 

（４）危機管理体制の整備 

洪水、水質事故、地震等の緊急時においては、迅速かつ的確に地域住民に対し

河川情報を提供するため、上下流の関係機関が連携して、危機管理体制の整備に

努める。 

 

4.2.2 河川の適正な利用および流水の正常な機能の維持に関する事項 

（１）河川水の適正な利用 

今後も流水の正常な機能や水利用の現状を十分に考慮し、関係機関との連絡 

調整を図りながら、効率的な水利用がなされるよう努める。 

 

（２）流水の正常な機能を維持 

地蔵寺川においては、魚類の生息のために必要な流量は、現時点で 2 月～5 月に

は 0.7m3/s 程度、その他の時期には 0.1～0.2m3/s 程度と見込まれる。 

今後は、流水の正常な機能を維持するために必要な流量の設定のため、河川  

流況の把握に努めるとともに、利水の現況、動植物及び景観、水質等について  

情報収集を行って検討を進める。 

 

（３）水質の保全 

現在の良好な水質を維持するため、定期的な水質観測を行い、状況の把握に  

努める。また、早明浦ダムの放流水による濁水の長期化については、実態把握  

及び改善に向けた取り組みについて、上下流の関係機関が連携して対策に努める。 

 

（４）河川環境の保全・維持管理 

豊かな自然環境に恵まれた吉野川水系の河川環境と景観の保全・維持を図るた

め、日頃から現状の把握に努め、必要に応じて関係機関と連携するとともに、  
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学識者からの指導・助言を受けて、適正な管理に努める。 

また、関係機関と連携して、魚類等の上下流の移動の連続性の確保に努める。 

 

（５）河川空間の適正な利用 

安全で快適な河川空間が維持できるよう、河川巡視等の適正な管理を行うと 

ともに、水辺空間の保全に努める。 

 

（６）地域住民等との連携・協働 

関係機関と連携し、地域住民と一体となった河川愛護活動や、多くの人々が  

より一層川に親しむことができるような取り組みの実施に努める。 

さらに、吉野川上流域の水量や水質の維持については、源流から河口に至るま

での水系全体の問題としてとらえ、啓発活動など地域住民や関係機関とより一層

連携を図る。森林保全への取り組みについては、土砂流出の防備機能等の保全が

図られるよう、森林整備に関する関係機関や NPO 団体との連携を深めるよう努め

る 

 

4.3 その他 

早明浦ダムでは、低い貯水位でも放流できるよう施設を改築し、洪水調節容量

を増大させるとともに、放流に伴う濁水の長期化を抑制する副次的効果も期待さ

れるプロジェクトが考えられており、関係機関と調整を図りながら、国に対して

早期実現を要望していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 


